
 

 

 

 

 

 

 

 ＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦのＲｐ％を計算する 
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概要 

 Ｒｐ％はＯＤＦ解析前後の極点図の一致度を示す値であり、入力極点図の精度も表しています。 

   本資料では、ＣＴＲソフトウエアで計算を行った極点図をＳｍａｒｔＬａｂ―ＯＤＦで解析を行い 

   一致度を計算してみます。 

   Ｒｐ％の計算 

  

    

ｒａｎｄｏｍデータ 

 

配向データ 

 

 

 



処理 

  

 

 

測定データ（ＡＳＣデータ）を 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２でバックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ処理を行い、ＡＳＣファイル作成 

 

極点処理後のＡＳＣデータをＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦで解析 

 ＷＩＭＶの再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ（ＴＸＴＤａｔａ） 

 Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔの再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ（ＴＣＴＤａｔａ） 

 

ＡＳＣデータとＴＸＴＤａｔａからＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰＯｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア処理 

 

Ｒｐ％計算 

 

 ほぼ正確な測定データが得られています。 

 

 

 



処理結果をＡＳＣファイル（ＭＴＥＸ用ＡＳＣにＥＸｐｏｒｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｍａｒｔＬａｂ－ＷＩＭＶ 

規格化のみ処理 

 

 

 

 

 測定時の値とほぼ同等 



ＳｍａｒｔＬａｂ－ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ 

 

 

 

 ±１．５％からのはみ出しが認められる。 

 

 



ODF比較 

WIMV 

 

Component 

 

 ｒａｎｄｏｍは０％が計算されている。 



ＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦのＲｐ％確認 

 

 

ＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦのＥｘｐｏｒｔＯＤＦ表示 

 



ＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦのＥｘｐｏｒｔした極点図 

 ＣＴＲソフトウエアによる極点図は、極点図の中心が９０度のＴＸＴ２データですが、 

 ＯＤＦで計算した極点図は、極点図の中心が０度のＴＸＴ２である。 

 この極点図中心が０度のＴＸＴ２を極点図中心が９０度に変換する。 

 ＯＤＦ解析によるそれぞれのホーマットから変換します。 

 ＳｍａｒｔＬａｂ－ＯＤＦでは、以下を選択します。 

 

 


